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AbstractThis碑画蜘ainsthedrivingdeviceofmicrowindturbineonthebaseofsolarairheatcollectors.Foursolarairheatcollectors

aIEused.Airisheatedandthedraftairflowisg印画誠ed.Microwindturbineisdrivenbythisdraftflow.h雌spaper,allofdeviceare

explained,buttheexperin画血1dataisnotincludedbecausethe…imentisgoingtodonow.
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1．まえがき

日本は2008年から2012年の間に、1990年レベルのCO,

排出量の6％の削減が、京都雛定書にもとづいて､国際的に

義務付けられている。

このような背景で、最近、再生型自然エネルギーの開発が

世界的に活発になっている。主に、大型風力発電機による風

力発電､現在世界的には､1億kWを越えるにいたっている。

なんと、100万kW原子力発電所25機～30機の発電量に相

当する。

太陽光発電も活発である。

太陽熱利用の方は、一時ソーラコレクター温水用が活発に

利用されたが､現在は下火になっている｡米国等においては、

大規模出力の太陽熱利用発電所がみられるが、まだ世界を動

かず力にはなっていない。

太陽熱で空気を加熱し、エントツ内で、上昇気流を発生さ

せ、その気流の中で発電を行う謎みは、オーストラリア、ス

ペイン等でlOOOkW相当の大規模装霞の開発が試みられてい

る。著者等提案の小規模なソーラ空気集熱器を使って、上昇

気流を発生させ、マイクロ風車を駆動し、動力を得るという

研究は著者等の前報(')以外にはみられない。

前報では、直径3001m､程度のマイクロ多翼風車を駆動し、

発光ダイオードを点灯させる程度の微弱電力を発生させた。

本報ではマイクロ多翼風車の直径を約2倍にして、出力の大
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幅アップをめざして、装置を設計製作した。本報告書は、単

年度ごとの報告を求めているので、今回は、改良設計製作し

た装置を紹介することにする。出力性能については、今後実

験を行い次報で報告することにする。

本研究の最終目的は、発生した動力で涼房装置を駆動する

ことである。はたして、どの程度のソーラ集熱器が必要か見

定めることが求められている。

2．装置

2.1装置の紹介

写真1には、装置の全景を示すも装置の全体寸法について

は、後述の図1で述べる。

写真2には、ソーラ空気集熱器の改良品を示すb

写真3には、本研究室自家製のソーラ空気集熱器を示すb

写真4には、市販空気集熱器を筆者等の研究目的に合せて

改良したソーラ集熱器を示す。

写真5には、空気集熱器で加熱した空気を集合煙突へ導く

接続部を示す。この接続部は以外と製作が難しく、どの程度

の成果がでるか検討中である。

写真6には、各々4枚の集熱器からﾀﾞｸﾄを通らして、集合

煙突へ導く課程を示す｡タ･ｸﾄﾎｰｽ8本集合させられ､煙突へ集

められた空気を送り込むようにできている。

表1には空気集熱器の寸法を示す。










